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こ
こ
に
、
訳
出
し
た
の
は
、

れ
た
小
説
、

Z
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(
レ
イ
ラ
・
セ
パ

l
ル
『
シ
ェ
ラ
ザ
|
ド
、

十
七
歳
、
髪
は
褐
色
の
巻
毛
、

目
は
緑
色
』
ス
ト

ッ
ク
社
、
一
九
八
一
一
年
)
の
最
初
の
五
章
で
あ
る
。

本
書
は
全
五
十

四
章
か
ら
な
る
が
、
各
章
に
そ
れ

ぞ
れ
関
連
す
る
固
有
名
詞
の
題
が
つ
け
ら
れ
、
章

立
て
の
目
次
を
見
た
だ
け
で
も
作
品
の
ハ
イ
ブ
リ

y
ド
性
が
想
像
で
き
よ
う
。
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
章

名
を
あ
け
る
と
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か

シェラザード、 17歳、髪は褐色の巻き毛、目は緑色(フランス/アルジェリア)解説

ド
リ
ス
、

メ
リ
エ
ム
、
ジ
ャ
ミ

フ

オ
マ
ル
、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、
ヴ
ァ
ン
ヴ
、

コ
タ

/レ

チ
ス
、

ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
、

シ
ャ

卜
レ、

オ
ル
レ
ア
ン
、

フ
ロ
マ
ン
タ
ン
、

ウ
ム
・
ク
ル
ス

ー
ム
、
リ
y

ツ
と、

フ
ラ
ン
ス
語
由
来
で
は
な
い

パ
リ
と
フ
ラ
ン
ス
の
地
名
、

パ
リ
高
級
ホ
テ
ル
、
近
現
代
の
芸
術
家
・
作
家
と

い
う
具
合
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
い

っ
し
ょ
く
た

に
並
ん
で
い
る
。
訳
出
し
た
五
章
分
で
も
、

一
九

八

0
年
代
の
ポ
ン
ピ
ド
ウ
|
-
セ
ン
タ
ー
付
近
の

フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
ー
ム
、

フ
ァ
ス
ト
ア
ー
ド
庖
(
当
時
の
最
先
端
の
流
行
だ
ろ

う
)
を
舞
台
に
恋
愛
物
語
を
予
感
さ
せ
そ
う
な
出

会
い
か
ら
始
ま
り
、
ピ
エ

l
ル

・
ロ
チ
、

ド
ラ
ク

ロ
ワ
、

ア
ル
ジ
ェ

リ
ア、

フ
ェ
ラ
ウ
ン
と
話
題
が

逸
れ
、
噴
末
的
な
ト
ピ

y
ク

へ
と
入
っ
て
ゆ
く
。

こ
れ
は
、
ど
ん
な
作
家
が
書
い
た
ど
ん
な
小
説
な

の
か
。

レ
イ
ラ

・
セ
パ

l
ル
は
一
九
四
一
年
、

ア
ル
ジ

エ
リ
ア
人
の
父
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
母
か
ら
ア
ル
ジ

エ
リ
ア
の
内
陸
部
、

ル
ー
で
生
ま
れ
る
。

ラ
グ
ア
l
卜
北
西

の
町
ア
フ

てZ

両
親
と
も
に
小
学
校
の
教
師

一
家
は
校
内
の
住
宅
に
住
み
家
庭
で
は
フ
ラ

ン
ス
語
を
使
用
、
「父
の
言
語
」
ア
ラ
ビ
ア
語
は
一

切
使
用
し
な
か
っ
た
と
い
う。

訳
出
し
た

「ブ
ー

ザ
レ
ア
」

の
章
で
テ
ネ
ス
出
身
の
ジ
ュ

リ
ア

ン
の

父
の
同
僚
が
語
る
部
分
は
、
セ
パ
ー
ル
の
父
を
モ

デ
ル
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
セ
パ
!
ル
の
父
は
フ

ラ
ン
ス
で
研
修
中
に
妻
と
な
る
女
性
と
出
会

っ
た
。

セ
パ

l
ル
は
大
学
入
学
の
十
八
歳
か
ら
フ
ラ
ン
ス

在
住
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
家
族
も
そ
の
後
二

l
ス

に
移
住
し
、
現
在
パ
リ
に
住
み
執
筆
活
動
を
し
て

い
る
。

て
、

ア
ラ
ビ
ア
語
の
姓
名
を
も

っ
混
血
フ
ラ
ン

ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
生
ま
れ
な
の
に
ア

ス
人
で
あ
り
、

ラ
ビ
ア
語
は
う
ま
く
話
せ
ず
、
か

つ
セ
パ

l
ル
が

一
O
代
だ

っ
た
五

O
年
、
六

0
年
代
は
、
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
独
立
戦
争
の
苛
烈
な
時
代
と
重
な
る
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
仏
語
小
説
の
系
譜
を
た
ど
る

と

ア
ラ
フ
人
、
ベ
ル
ベ
ル
人

の
い
わ
ゆ
る
現
地

人
が
仏
語
教
育
を
受
け
支
配
者
の
言
語
を
マ
ス
タ

ー
し
て
自
己
表
現
の
武
器
と
す
る
と
い
う
大
き
な

流
れ
が
あ
る
が
、
セ
パ
ー
ル
の
場
合
、
生
ま
れ
育

っ
た
地
と
い
う
、
ル
ー
ツ
と
す
べ
き
場
所
と
風
景

が
暖
昧
な
ま
ま
根
を
失
い
、
戻
る
べ
き
地
の
言
葉

を
手
に
入
れ
る
不
可
能
性
を
最
初
か
ら
抱
え
て
い

る
。

こ
の
系
譜
の
な
か
で
彼
女
の
位
置
は
独
特
で

あ
り
、
ま
た
、
八

0
年
代
以
降
話
題
に
な
る
フ
ラ

ン
ス
在
住
の
北
ア
フ
リ
カ
系
移
民
第
二
世
代
の
作

家
と
も
出
自
が
異
な
る
。

八

0
年
代
の
セ
パ
ー
ル

は
、
そ
の
移
民
第
二
世
代
の
若
者
た
ち
に
共
感
を

寄
せ
、
彼
ら
、
彼
女
ら
を
主
人
公
に
物
語
を
作
っ

て
い

っ
た
。
自
ら
と
同
じ
二
重
の
追
放
と
い
う
境

遇
を
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
/
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
引
き

裂
か
れ
る
べ
き
二
つ
の
文
化
の
ど
ち
ら
も
断
片
的

に
し
か
所
有
し
な
い
若
者
た
ち
に
見
出
し
、

日
止
は

g
m
o
(混
血
性
、
混
浴
)
、

g
S∞
宮

(
交
差
)

と
い
う
鍵
語
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
物
語
を
紡
い
で
い

っ
た
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
社
会
党
政
権
が
誕
生
し
、

「相

違
へ
の
権
利
」
と
い
う
多
文
化
主
義
的
発
想
が
時

代
を
席
巻
し
た
八

0
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。

本
作
は
、

パ
リ
郊
外
で
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
両
親

か
ら
生
ま
れ
た
シ
ェ
ラ
ザ
|
ド
と
い
う
十
七
歳
の

家
出
娘
が
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ス

人
て
オ
リ
エ

ン
タ
リ
ズ

ム
絵
画
オ
タ
ク
青
年
、
ジ

ュ
リ
ア
ン
と
出
会
っ
て
、
文
化
の
ハ
イ
/
ロ

l
の

コ
ー
ド
を
撚
り
合
わ
せ
な
が
ら
様
々
な
文
化
的
知
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識
を
吸
収
し
自
己
形
成
し
て
ゆ
く
一
種
の
ビ
ル
ド

ゥ
ン
グ
ス

ロ
マ
ン
で
あ
る
が
、
シ
ェ
ヘ
ラ
ザ
|
ド

で
は
な
く
シ
ェ
ラ
ザ
l
ド
と
い
う
名
前
自
体
、
既

に
フ
ラ
ン
ス
化
さ
れ
変
形
し
、
伝
説
的
な
オ
リ
エ

ン
卜
女
性
の
ク
リ
シ
ェ
を
壊
し
た
と
こ
ろ
か
ら
物

語
が
始
ま
る
。
セ
パ
ー
ル
は
本
作
を
皮
切
り
に
シ

ェ
ラ
ザ
l
ド
三
部
作
を
書
い
て
い
る
。
オ
ダ
リ
ス

ク
と
し
て
眺
め
ら
れ
る
主
人
公
が
行
動
す
る
主
体

を
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
て
ゆ
く
か
、
「
シ
ェ

ヘ
ラ
ザ

ー
ド
」
た
る
語
り
手
と
し
て
の
術
を
ど
の
よ
う
に

獲
得
し
て
ゆ
く
か
は
続
く
一
ン
ェ
ラ
ザ
|
ド
の
手

帖
』
『
シ
ェ
ラ
ザ
l
ド
狂
い
』
で
展
開
す
る
。
ま
た
、

ジ
ュ
リ
ア
ン
は
主
人
公
の
合
わ
せ
鏡
の
よ
う
な
存

在
で
反
面
教
師
で
も
あ
る
の
だ
が
、
生
ま
れ
育

っ

た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
語
る
と
き
の
強
度
の
ノ
ス
タ

セ
パ

l
ル
自
身
が
見
え
隠

ル
ジ
l
の
背
後
に
は
、

れ
す
る。

三
部
作
は
軽
快
か

つ
痛
快
に
展
開
し
て
ゆ
く
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
移
民
の
娘
の
物
語
だ
が
、
個
人
的
に

は
物
語
そ
の
も
の
よ
り
、
付
随
し
て
書
き
込
ま
れ

る
些
細
な
事
柄
の
妙
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る。

本

作
で
も
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
の
昔
の
入
植
者
の
暮
ら

し
か
ら
逸
脱
し
て
、
当
時
の
女
子
教
育
の
資
料
が

仔
細
に
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
、

つ
い
で
の
説
明
が

本
筋
を
逸
れ
て
か
な
り
の
部
分
を
占
め
、
ま
た
い

つ
か
本
筋
に
戻

っ
て
ゆ
く
の
だ
が
、「

つ
い
で
」
の

噴
末
な
部
分
の
寄
せ
集
め
が
結
果
的
に
貴
重
な
歴

史
を
語

っ
て

い
る
。
前
作
『
フ
ァ
テ
ィ
マ
、
辻
公

園
の
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
女
た
ち
』
は
ま
さ
に
そ
う
い

う
類
い
の
小
説
で
、
活
字
や
映
像
に
は
残
ら
な
い
、

ま
た
自
分
た
ち
で
は
残
せ
な
い
、
そ
し
て
皆
が
忘

れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
移
民
労
働

者
の
妻
た
ち
と
女
子
ど
も
の

日
常
が
、
女
た
ち
の

井
戸
端
会
議
の
場
と
な
る
郊
外
集
合
団
地
の
公
園

を
中
心
に
描
写
さ
れ
る
。

作
家
と
し
て
の
セ
パ

ー
ル
は
小
説
の
ほ
か
に
、

自
分
の
育

っ
た
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
を
取
り
戻
す
試
み

の
か
た
ち
で
、
複
数
の
作
家
や
証
言
者
の
ア
ル
ジ

ェ
リ
ア
に
関
す
る
エ
ッ

セ
イ
や
物
語
の
編
者
の
仕

事
も
し
て
い
る
。
作
家
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
書

〈
意
味
を
自
身
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
|

「[
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
の
私
の
従
姉
妹
た
ち
、
父
の
姉
妹
た

ち
の
声
を
]
私
は
聞
き
、
そ
し
て
そ
れ
を
母
の
言
葉

で
書
き
た
い
。
父
に
、
父
の
言
葉
に
、
ア
ラ
ビ
ア

語
に
、
父
の
ア
ラ
ビ
ア
語
の
沈
黙
に
近
づ
く
た
め

に
」
。
セ
パ
ー
ル
の
父
の
友
人
か
っ
師
で
あ

っ
た
ム

|
ル

l
ド

・
フ
ェ
ラ
ウ
ン
の
、
独
立
直
前
の
O
A

S
に
よ
る
暗
殺
事
件
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
移
住
の

事
情
に
つ
い
て
、
父
は
頑
な
に
沈
黙
を
貫
い
た
と

い
う
。
語
る
こ
と
を
回
避
し
た
父
、
従
姉
妹
た
ち

の
言
葉
(
そ
れ
は
セ
パ
ー
ル
自
身
が
受
け
継
ぐ
べ
き
ア

ラ
ビ
ア
語
の
世
界
だ

っ
た
は
ず
だ
)
を
、
も
う
一
人

の
自
分
の
言
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
く
こ
と
。
今

回
訳
出
し
た
部
分
か
ら
も
、
セ
パ
ー
ル

の
そ
う
い

う
秘
め
た
情
熱
が
読
み
と
れ
よ
う
。
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